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 要  旨 
現実の物質はゴミや様々な欠陥を持つ。そのような不規則さは重要か。この問いかけは統計熱力学
の主要なテーマになっている。本研究で扱ったある種の対称性を有すゲージグラスモデルは相転移に
関しての情報を得る事はできないが、ある部分空間で不規則さを系統的に扱うことが出来る数少ない
モデルである。本研究の目的は近年の計算機の性能の高まりから、ゲージグラスＳＵ（２）模型の相
の移り変わりや、臨界指数と呼ばれる臨界点近傍に現れる不変性を解析的ではなく数値的に調べるこ
とである。数値解析によってゲージグラス模型の中で臨界点近傍に現れる物理量の異常性を定義づけ
る臨界指数は不規則さに対して不変でないものとあるものが現れることが示唆されている。 
ゲージグラス模型の中でも特殊な非可換ゲージグラス模型を解析した。ハミルトニアンを書く。 
 
 
ここではΦは２×２のユニタリー行列である。ωはランダムネスを制御するＳと同じ対象性の２×
２ユニタリー行列である。このモデルはゲージ理論が適応出来るゲージグラス模型の中でも非常に高
い対象性ＳＵ（２）対称性を有すモデルである。その中でもランダムさが無いときスピン行列の積に
関して可換でランダムが少しでもあると非可換性を有す性格を持つ。 
このモデルは多くの計算時間が必要あることから非平衡緩和解析を推進し研究を行う。非平衡緩和
解析は従来の平衡シミュレーションで捨てていた緩和過程を用いて解析を行う手法であり、全ての計
算資源を用いて解析を行う伴う緩和時間の遅れや有限サイズ効果の影響を受けにくい方法である。                            
ゲージグラスＳＵ（２）模型の相図を右示す。Ｋ＝∞が 
高温、Ｋ＝０が完全零度を表す温度のパラメータでＫｐは 
ランダムネスを特徴づけるパラメータでＫp＝0が規則系、 
Kp＝０が不規則系.である。破線はＫ＝Ｋｐで表わされる 
西森線で、多重臨界点を恐らく通る強磁性相である。 
 ゲージグラスＳＵ（２）模型の相図の代表的な２点規則系 
の臨界点や多重臨界点を非平衡緩和解析によって判定した。 
本発表では上述の目的の中でこの相図についての説明を行
う。 
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